
代入プ

if(op〉 0)   /*zlと Z2の外積が正なら*/

return l:   /*返 却値として1を返すブ

else if(opく 0)/*Zlと Z2の外積が負なら*/

return-1;  /*返却値として-1を返すツ

else       /*zlと Z2の外積がならプ
return O:   ル返却値として0を返す*/

int seLi(Struct segment sl,struct seglnent s2)〔

/*2線分が交差するかどうか判断する関数*/

int a,b,c,di        /*変数の宣言プ

a=ccw(sl pl,Sl p2,s2pl): /*Slか らみたS2のひとつめの端点の位置プ

b=ccw(sl.pl,Sl p2,s2p2): /Slか らみたS2のら、たつめの端点の位置プ

C=CCW(S2_pl,s2p2,sl pl); /S2か らみたSlのひとつめの端点の位置イ

d=ccw(s2.pl,s2p2,sl p2): /S2か らみたSlのふたつめの端点の位置*/

if(a絶=111C測=1)[   /*a,bがともに-1、 もしく(まともに1又はC,dがともに
-1、 も

しくはともに1▼

return O:        /*つ まり、ひとつの線分に対して他方の線分の両端点の

位置が同じ側なら1却を返すプ

l

else
4ムい?   -3

/*そ うでないなら、1を返すX//    
」

return l:

}

int mainO l

/*メ インプログラム :データと結果の入出力*/

struct segment sl,s2:   /*変数の宣言プ

int xl,yl;

int x2,y2;

int x3,y3;

int x4,y4;

int n:

printf(″ 2つの線分slと S2が交わるかどうかを判定します鶏
″
):

printf(″線分Slの端点a,bの座標を入力してくださtttn″ ):

かキーボードによるslの端点の座標の入カイ


